
みんなの力が学活Gを圧倒
　これまで連日、広島大学の名を語って学生自治会に対

して悪罵を投げつけ続けてきた学生生活支援グループ

（学活 G）の職員たちが、最近一切出てこなくなりました。

　それは、学活 G による総科 4 年の太田くんへのパワ

ハラや、傷害罪をでっち上げた不当逮捕事件への、みん

なの注目が高まっているからです。そして、広島大学の

名を語りながら学生自治会そして、広大生に対しておこ

なってきた学活 G の行いが、公に説明できない、とて

も不当なものだと彼ら自身が自覚したからです。

　パワハラなどはいじめと同じく、社会的に注目される

まで問題として扱われず、むしろパワハラを行っている

者の方が正義のように振る舞っているのが常です。それ

と同じく、学内で横暴に振る舞ってきた学活 G が、い

まや出てこれなくなっている。これは紛れもなく、広大

生みんなの注目・力のおかげです！

この力をさらに発展させて、みんなで大学を変える力に

していきたい。私たちはそう思っています。

学生自治会の目的
　学生自治会の目的は、一言で言えば「学生自身が大学

の在り方を決定できるようになろう」ということです。
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学生自治会としてやりたいこと
①ターム制は撤廃！
　　ターム制は制定前、大学側のアンケートでも 6割の学生が反対していたのに強行。

　　学生も教職員も多忙化。留学や課外活動しやすくするという本来の目的も果たせていない。

 ②大学院を削減させない！
　　2020 年春に大学院が 11 →５まで削減される予定。教職員が納得しているものでもなく、

　　教職員の更なる多忙化、教育研究活動の質の低下につながるもの。阻止したい！

 ③パワハラ・理不尽のない大学へ！
　　一昨年、有名教授が学生に暴言を吐き、馬乗りで暴行したなどパワハラが横行。

　　太田くんへのパワハラといい、学生の人権をなんとも思っていない大学は変えるしかない！

 ⇒学生の力を取り戻そう！
　　①～③いずれも大学側が「積極的に」やっていること。自分から改めたりしない。

　大学を変えられるような学生自身の力、「団結」を取り戻そう！

学活 G リーダーによる
これまでのパワハラ・暴行

動画は→
攻撃している

のはどちらか

見てほしい。

- 学内テーマ編 -



だから、学生のためにならない学内政策に反対し、これ

まで声を上げてきました。具体的には表紙に書いた

　①ターム制は撤廃！

　②大学院は削減させない！

　③パワハラ・理不尽のない大学へ！

といったテーマを掲げ、実際にそれを実現するために必

要な、学生の団結をつくることを直接的な目的にしてき

ました。学生側の力を集めなければ、大学側が教員の反

対さえ押し切って、積極的に進めてきた上記のような政

策を覆すことなど不可能だからです。

対する大学の立場は
　これに対し、直接の学生担当である学活 G が私たち

にひたすら言ってきたことは、「大学に従え」というこ

とのみ。しかし、彼らは「大学とは誰のことか」という

簡単な質問にも満足に答えられたことはありません。本

当に彼らが「学生生活支援」の名の通り「学生のために

大学がどうあるべきか」考えているのなら、こんな回答

にはなりません。

　上記やり取りで明らかな通り、この大学は「学生のた

めの大学ではない」ということ。だから、学活 G自ら

が太田くんへパワハラを繰り返し、謝罪もせず開き直っ

ているわけです。

学生よりもカネが大事と
　学生のためでなければ何のための大学か。それは例え

ば、「もみじ」の学長メッセージを見ればわかります。

このメッセージは、学生全体に訴えるものであるにも関

わらず、その多くが学生のために何をしているか、では

なく、「世界トップ１００」「指定国立大学法人」に入る

ために何をしているか、を語っています。あるいは、「（国

からおりる）運営費交付金が削減され…人員削減せざる

を得なく」(58 号 ) など、予算問題からくる事情に対応

している話が何度も出てきます。

　要するに今の広島大学が重視しているのは、学生では

なくカネであり、国や企業からカネを引っ張ってくる方

策、ということになります。完全な本末転倒状態に陥っ

ているということです。

大学問題は政治的な問題
　「学生のため」から「カネのため」の大学へ。大学の

在り方は、国による長年の「運営費交付金削減」によっ

て大きく歪められてきました。その結果が、学生や教員

のためでもないターム制や大学院削減の強行でした。

　大学問題は政治的な問題だということ。もっと政治を

語り、行動していくことが、学生のための大学・教育を

取り戻していく力です。自治会でともに声をあげよう！

香港で103万人がデモ！ 「逃亡犯条例」が無期限延期
recent topics

　香港で「犯罪容疑者を中国本土へ引き渡すことを

認める」内容の「逃亡犯条例」改正案への反対デモ

が、学生を先頭に 103 万人の規模で巻き起こった。

　香港政府はデモ隊に機動隊を導入し、80 人を負

傷させる強権的対応。しかし、香港市民は断固たる

抗議行動を続け、15 日に「逃亡犯条例」の審議が

無期限延期に。完全撤回まで香港市民は闘う構え。 

私たちも理不尽と闘う香港の人々に続こう！
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